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１．研究計画の概要 

医用Ｘ線装置の品質管理においては、医用
画像のデジタル化が進んだ今日においても、
Ｘ線管焦点測定では直接照射Ｘ線フィルム
を用いた測定法が日本工業規格（JIS）で定
められている。 
本研究においては、イメージングプレート

（IP）を用いた焦点測定法の標準化を目的と
して、以下に掲げることを検討し明らかにす
る。 
(1)IP を用いた焦点サイズの測定法 
(2)IP を用いた焦点に関する周波数特性の測
定法 

(3)撮影条件および読み取り条件が IP を用い
た焦点測定に与える影響 

(4)自動計測化を目的とした焦点測定に関す
る算出アルゴリズムの開発 

(5)IP を用いた手法と JIS による手法との測
定精度の比較 

 
２．研究の進捗状況 

2006 年度は、IP 用いたピンホールカメラ
法（IP 法）による X 線管焦点の MTF の測定
について、従来の X 線フィルムを用いたスリ
ットカメラ法との比較を行い、IP 法の線量依
存性についての検討を行った。 
 その結果、S 値および拡大率を一定にした
今回の実験では、直接フィルム法で得られた
結果とのずれに線量依存性が生じ、IP 法には
適切な線量域が存在することが示され、IP 法
が適用できる可能性が示唆された。 

2007 年度は、簡便法について、IP を用い
た簡便法を試み、従来のＸ線フィルムを用い
た手法およびＸ線管への負荷軽減を目的と
した S/F による方法と比較し、その有用性を

検証した。 
テストパターンの最小解像番号と焦点サ

イズの測定値としては、IP、S/F 系および X
線フィルムとの間に違いが見られなかった。
また、単相インバータ装置の微小焦点では、
すべてのパターンが観察でき、偽解像が生じ
なかった。焦点サイズの測定結果に、Ｘ線フ
ィルム、S/F 系および IP に差は見られなかっ
た。IP や S/F 系ではボケが生じるが、偽解像
の生じ方には影響を与えなかったため、結果
として焦点サイズには違いが表れなかった
と考えられる。また IP の配置の違いによる
差も見られなかった。このことは、簡便法に
おいて、Ｘ線管焦点の測定において IP 法が
有用であることが示唆された。 

2008 年度は、解像力法による焦点測定に
ついて簡便法を試み、IP と直接露光フィルム
を用いた手法とを比較し、IP 法におけるサン
プリング間隔や幾何学的配置の違いによる
比較を行った。 

IP 法と X 線フィルム法による焦点サイズ
の測定結果に違いが見られなかった。このよ
うに、サンプリング間隔の異なる IP を用い
た結果が、共に X 線フィルム法に一致したこ
とは、解像限界が IP のボケやサンプリング
間隔に依存しないと考えられる。さらに、IP
の幾何学的配置や走査方向の違いによる差
異も見られなかった。よって、IP を用いた簡
便法による X 線管焦点の測定は、大焦点と小
焦点については有用であることが示唆され
た。 

 
３．現在までの達成度 
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 研究計画の概要に記載した検討項目(1)～
(3)まで研究が進んでおり、概ね順調といえ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 

以下に示す項目に従い、焦点サイズ算出ア
ルゴリズムの開発と QC への適用を最終年度
で行う。 
(1)スリット法とピンホール法 

閾値処理などの画像処理により、焦点サ
イズを求めるアルゴリズムの開発を試み
る。 

(2) 解像力法 
パターンマッチングなどの画像処理に

より、解像力法での焦点サイズを推定する
アルゴリズムの開発を試みる。 

(3) QC への適用  
  焦点サイズ算出アルゴリズムの QC への
適用を試みる。 
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